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すべての細胞は染色体の分配や膜小胞輸送などの巡動を行う機構を持つ。またある種の細胞はア

メーバ運動や鞭毛級毛遥動を行って，外界を移動することもできる。これら細胞述動の様式は多様で

あるが，いずれの場合も基本機構はアクチンと微小管の 2 種類の細胞骨格萩維と，モーター蛋白牲の

ミオシン，ダイニン，キネシンが相互作用して滑り力を発生することである。しかし，それらの蛋白

質の活性がどのように調節されて多彩な巡動現象が発生するのかは，多くの場合まだ不明である。

われわれは，微小管系運動のうち，/iJf究が進んでいる鞭毛・裁毛運動を対象にして，ダイニン一微

小秤の力発生とその調節の機構を研究している。特に，周期的な屈曲波を発生する過程でダイニンの

活性がどのように規則正しく制御されるのか，鞭毛軸糸内に多数存在するダイニン分子はそれぞれど

のような機能を持つのか，といった問題の解明をめざしている。

その U 的のために，これまでにクラミドモナスからダイニン異常変異株を多数単離し，迎動性を解

析してきた。それらの鞭毛の組成と構造解析により，ダイニン外腕と内腕は構成が全く巽なり，外腕

が 3 種の直鎖でできた 1 種類の複合体であるのに対して，内腕には 7 種類の亜種があり，合計 8 種の

重鎖が含まれることが明らかになった。またili|I糸内の配列も大きく異なり，外腕が一列に 24nm ごと

に並んでいるのに対して内腕は 96nm を周期として，複雑な配置で 2 列に並んでいることが判明した。

さらに，外腕と内腕は機能的にも異なっていた。変異株の鞭毛打波形の解析から，外腕は鞭毛打頻

度を増大させる上で直要であるが，内腕は鞭毛の屈 1U1角を形成する上で重要であることがわかった。

鞭毛は外腕がなくても低速で巡動できるが，内）椀すべてがないと運動できない。また，in vitro 運動

系による微小管滑り速度の解析から，鞭毛内のダイニンの滑り速度も多様であることがわかった。一

般に，滑り速度の異なるモーター祖白質が共存すれば，運動速度の遅いモーターが速いものの負荷に

なり，効率が悪くなると考えられる。しかし，不思議なことに，鞭毛では多様なダイニンの共存が屈

lllI運動の発生に必須であることが，変異株の運動解析から明らかになった。異種のダイニンの活性は

l:Il1J1l波の位相に応じて巧妙に調節されているに迩いない。今後は滑り速度だけでなく力の解析を行っ

て，ダイニンの力発生特性の基本的性質を明らかにしたいと考えている。

ダイニン異常突然変異株のうち，特に注目されるのはida5 というダイニン内腕の一部を欠失した

変異株である。この変異株は，実はアクチンの辿伝子に大きな欠損があり，通常のアクチンを全く発

現していないことが最近明らかになったからである。ダイニンの内腕にアクチンがサプユニットとし

て含まれていることは古くから知られており，微小符系の運動器官にアクチンが存在する特巽な例と

して注目されていたが，その慈味は不明であった。この変異株の解析により，ダイニン機能における
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図 1 野生株（a) とida5変異株 (b) のプラス接合型配偶fにおける接合行。変採株ではF アクチンの束を

芯にした細長い接合管が存在しないためにJE常な接合竹ができない。スケール： 0.3 ｵ m。

アクチンの役割が明らかになると期待される。慈外なことに．この変異株は，増殖速度は野生株とか

わらなかった。クラミドモナスやポルポックスなどの藻類にはアクチン追伝化が•つしかイf9任しない

と考えられているので，このことは，クラミドモナスの増殖には通常のアクチンは不要であることを

烈味しているように思われる。実際，この株の配偶チには，アクチンの束によって形成される接合管

を作ることができない（図 l)。しかし，蛍白質組織の解析の結呆，通常のアクチンとは迎うアクチ

ン様蛍白質が発現している可能性が新たに示唆された。その新奇な蛍白質が，アクチンの爪要機能を

肩代わりしている可能性もある。現在その蛍白質の索性を解析中である。いずれにしても，この変界

株は通常のアクチンの機能を検討する上で，梧めて有用なものであると考えられる。現在改変アクチ

ン迫伝子で形質転換する実験が進行中である。
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